
セ
キ
ト
ウ
パ
石
出
回
護

J
イ
y
y
ウ

ト

ウ

石

脳
同
川
。
山
チ
マ
ン
シ
ヤ
八
附
枇
(
珠
洲
〉
。

セ
キ
ド
ヤ
ロ
ヲ

関
戸
調
六

知
行
六
十
布
。
天

正
十
一
年
四
且

捌
γ
搬
の
役
に
即
時
死
し
た
o
共
の
子

九
左
衛
門
制
約
し
、
利
家
の
女
稲
餅
が
滞
問
中
川
沌

訟
に
入
銀
の
時
、
二
百
石
を
印
刷
は
っ
て
附
随
し
た
が
、

光
震
の
死
後
浪
人
と
な
っ
た
。

セ
キ
ノ

関
野
郎
必
雌
旦
…
附
の
畑
中
に山
剛山
野と

抑
制
す
る
加
が
あ
る
。
黒
附
を
陥
る
こ
と
一
粁
除
。
市

山
氏
の
頃
閥
抗
の
あ
っ
た
聞
と
鮮
へ
る
。

セ
キ
ノ

関
野
越
中
射
水
制
に
在
っ
て
、
関
野
伊

以
に
も
作
る
。

X
古
く
忘
れ
野
に
も
作
っ
た
。
阿
国
公

十
四
年
三
月
白
山
城
焼
失
後
前
川
利
旧
民
こ
L

に
城
を

祭
か
せ
、
改
め
て
一
仙
附
と
悦
し
た
。

セ
ギ
ノ
千
木
野
能
決
郷
町
代
郷
に
凶
す
る
部

wmo
郷
村
名
義
抄
に
、
臼
か
刊
は
古
へ
こ
の
地
に
大
木

た
か
ら
、『
北
陸
道
能
資
凶
能
育
郡
石
助
山
。
音
山
川
忠

照明
H
a
三
石
↓
臨
m
天
有
-L
ニ
光
-
也
。
戎
日
。
此
石
自
民

天
泌
-
統
下
。
放
日
=
石
動
山
↓
延
恕
式

mv縦
能
枝
問

伊
刻
抗
岐
比
古
一
抑
制
是
也
。
石
山
山
此
一
za
伊
山
剖
統
岐
。

此
山
者
探
波
法
師
之

mv閲
也
o
m
m
a
M
山
前
同
一
間

也。
』
に
町
駅
を
起
し
、
以
下
元
苧
抑
制
官
の
氾

mを
取
っ

て
、
務
慢
の
法
践
を
喋
々
す
る
に
止
っ

て
日
る
。
是

を
り
て
逝
容
は
、
後
附
の
非
艇
を
党
け
る
を
恐
れ
た

の
で
あ
ら
う
か
、
そ
の
米
文
に
『
右
布
動
山
総
起
者
。

余
之
問
問
ν
未

vm也
。
若
作
凶
之
説
。
川
「
ヂ
就
昌
司
什
山
出
一

耐
問
。
之
。
融
枇
之
車
。
別
問
凱
M

阿
=
利
腕
-
耐
↓?
'
之
。

然
余
欲
v

間
二
之
。
石
不
vι

百
。
山
不
ν
剛
山
。
制
不
v

可
v

度
也
o
如
=
之
何
回
也
o
可
--倣
耐
法
3
4
"山
巴
o
方
今

加
れ
能
昌
司
越
巾
一
エ
附
主
巾
納
苫
従
三
伏
宙
開
君
J
T

余
記
v

之
。
庇
僻
耐
不
v
措
o
於
ν
是
γ
ナ
得
v
巴
送
迎
以

泌
呈
幻
。
』
と
引
い
て
、

一
切
の
市
怖
を
告
出
し
て
阿

る。

セ
キ

の
多
か
っ
た
に
よ
る
と
記
す
る
。

セ
キ
ノ

瀬
木
野

能

曲目加
山
上
郷
に
闘
す
る
部

首
問
。
抵
陀
寺
文
句
、
貞
利
三
年
七
且
品
川
五
日
河
内
庄

地
問
型
宗一
の
得
氾
以
に
、『
都
街
地
加
到
凶
河
内
陸
服

期
村
内
期
切
旧
日
制
品
取一
z
bH
0
』
と
あ
る
。
河
内
庄
は

石
川
掛
か
ら
能
楽
鴻
に
跨
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
り
、
細

切
野
は
今
獅
放
し
て
樹
木
川
町
に
な
っ
て
ゐ
る
。

セ
キ
ノ
ガ
ハ
ナ

関
野
ケ
端
視
咋
初
筒
抜
の
括

停
に
在
る
。
一
に
跡
野
，

mに
作
る
o
m脳
能
甑
段
お
に

入
り
、
判
官
Avg
・兜
結
・
大
天
升
・
火
見
酬
明
・
務
磁
・叫同

胞
岩
な
ど
が
あ
っ
て
、
帯
畏
い
ふ
詐
り
な
い
。
能
官

名
跡
志
に
、『
前
町
出
村
の
巾
に
、
山
田
川
町
と
て
、
義
経
の

留
〈
住
み
給
へ
る
閉
山
と
て
、
不
思
織
な
る
岩
間
あ
り
。

七
八
阿
梅
へ
さ

L
mた
る
岩
患
の
内
に
続
々

の
所
あ

っ
て
、
間

s
m、
不
案
内
に
て
は
允
入
り
し
口
へ
尚

づ
る
栴
な
ら
ず
。
則
的
よ
り
袋
内
者
を
…
辿
れ
て
見
物

あ
る
べ
し
。
希
代
の
同
居
間
な
り
。
』
と
肥
す
る
。

セ
キ
ボ
h
y

石
墨

江
抑
制
加
片
谷
の
問
問
訴
か
ら
間

二
粁
、
同
士
別
ァ
民
の
北
畑
山
な
る
海
流
に
、
控
伐
の

石
一
世
刑
一
削
岩
を
泊
ず
る
鮎
土
M

山
中
に
同
一段
似
を
な
し

て
町
山
胎
す
る
が
、
そ
の
M
H
は
良
好
で
な
い
o
同
郡
丸

谷
に
於
い
て
も
之
を
琵
す
る
。

セ
キ
ヤ
ウ
ン
パ
チ
ロ
ウ

関
屋
雲
八
郎

初
め
十

三
郎
と
精
し
た
。
政
審
の
三
男
。
寛
文
五
年
十
四
艇

の
時
前
川
綱
紀
の
近
侍
と
な
り
、
型
年
二
百
石
を
賜

は
り
、
十
一
日
ヰ
二
百
行
を
附
し
た
。

十
二
年
五
且
刑

六
日
芸
入
郎
城
中
に
お
直
し
、
抗
出
友
多
到
年
人
と
聞

事
L
て
共
に
創
を
被
っ
た
の
で
、
九
且
七
日
借
入
を

能
滑
に
、
市
出
八
郎
を
結
中
氷
見
庄
仰
生
寺
村
に
配
流

せ
ら
れ
、
各
二
十
人
扶
持
を
似
は
っ
た

0
2入
郎
時

に
保
二
十
。
元
政
十
周
年
数
さ
れ
て
m
阿
っ
た
が
、
夜

年
は
訴
か
で
な
い
。

セ
キ
ヤ
ダ
ユ
ウ

関
粥
太
夫

初
め
御
歩
小
聞
と

セ
キ
ヤ
マ
ザ
ア
キ
ラ

閲
屋
政
長

泊
糖
小
三
次

入
平
。
新
兵
衛
政
調
廿
の
次
子
。
十
四
歳
の
時
前
旧
綱

紀
に
仕
へ
て
一
丸
侍
と
な
り
、
新
知
二
百
石
を
賜
は
っ

て
別
に
家
を
興
し
た
。
後
延
資
中
府
廻
組
に
列

L
、

大
小
将
組
に
判
じ
、
元
総
十
二
年
大
小
抑
机
目
と
な

り
、
同
年
残
し
た
。
年
四
十
一
。

セ
キ
ヤ
マ
サ
ア
リ

関
屋
政
有

辺
都
長
太
夫
。

父
は
八
平
政
成
。
元
職
十
二
年
父
の
後
を
泳
け
て
二

百
石
を
領

L
、
大
小
将
組
に
斑
L
、
表
小
崎

・
表
小

持
番
開
・
待
問
問
・
大
組
頭
に
則
前
越
し
た
が
、
託
証
三

年
そ
の
職
を
発
ぜ
ら
れ
、
担
問
十
三
年
に
夜
し
た
。

セ
キ
ヤ
マ
サ
ト
モ

閲
屋
政
知

辺
都
市
右
衛
門
。

(
久
は
政
春
。
延
貸
五
年
前
回
綱
紀
に
仕
へ
て
新
香
組

歩
士
と
な
り
、
三
十
五
侠
七
人
扶
持
を
受
け
、
天
和

元
年
小
疏
に
踏
み
、
二
年
誕
め
て
百
五
十
石
を
食
み
、

父
の
夜
後
貞
享
三
年
越
知
三
百
五
十
石
を
綴
ぎ
て
前

総
を
除
き
、
四
年
細
工
潜
行
と
な
り
、
元
職
十
年
組

外
諮
問
に
池
み
、
白
永一
七
年
留
守
庇
物
一肌
に
諮
り
、

平
保
九
年
入
且
致
仕

L
、
別
に
二
一白
石
を
似
は
っ
て

老
を
援
ひ
、
氏
名
に
よ
っ
て
政
知
と
批

L
、
十
六
年

十
且
九
日
夜

L
た
。
年
八
十
五
。
関
屋
依
の
討
が
あ

る。 な
っ
て
新
知
百
石
を
受
け
、
享
和
二
年
江
戸
に
於
い

て
三
十
人
関
に
迩
み
、
文
化
二
年
夜
。

子
源
相
綴
い

で
滞
に
仕
へ
る
。

セ
キ
ヤ
チ
ガ
ハ

関
谷
内
川

羽
咋
仰
小
室
・民
地

入
A
n
領
こ
い
ば
し
ま
た
か
ら
裂
し
、
小
室
舗
で
包
来

川
に
wm
合
ふ
。
流
棋
三
杯
。

セ
キ
ヤ
マ

沼
山

江
川
山
加
に
て
用
水
の
収
を
作

る
時
入
用
の
材
木
を
切
出
し
た
山
を
い
ふ
。
前
領
に

赤
岩
根
山
、
柑
哨
厄
領
に
兵
太
郎
桜
山
、
須
，
谷
領
に

開
設
根
山
、
航
北
領
に
矢

m野
桜
山
が
あ
る
類
で
あ

る。

ム

セ
キ
ヤ
マ
サ
ハ
ル

関
屋
政
春
諸
都
新
兵
衛
。

父
佐
左
衛
門
は
尖
抑
制
凶
融
制
問
河
内
守
録
竿
の
家
士
。

元
和
七
年
新
兵
衛
そ
の
後
を
裂
い
だ
が
、
立
永
一冗
年

長
学
卒
去
の
後
総
出
氏
は
絶
家
し
た
か
ら
、
十
年
前

m利
治
に
仕
へ
、
二
百
石
を
受
け
、
応
組
制
酬
に
列
し

た
o
次
い
で
綱
紀
迎
封
の
後
大
小
抑
制
に
仰
じ
、
延

柑
以
五
年
三
百
近
十
石
と
な
り
、
使
訴

・
先
附
聞
を
勤

め
、
点
平
二
年
十
二
且
十
四
日
七
十
一
般
で
残
し

た
。
政
相
廿
槍
術
を
能
く
し
、
V
A
兵
法
を
山
山山
m
晶、行に

尽
ぴ
、
乙
夜
之
也
物
政
春
古
共
出
酬
の
郭
が
あ
ろ
。

セ
キ
ヤ
マ
サ
ヨ
シ

闘
屋政一一良

辺
都
松
之
助

-m

g
・織
人
・
市
右
衛
門
・
中
務
。
安
永
元
年
父
市
右
衛

門
政
笹
の
治
知
三
百
五
イ
石
を
製
ぎ
、
二
年
大
小
間

組
に
斑

L
、
七
年
御
使
番
よ
り
次
第
に
昇
進
し
て
定

番
町
政
に
京
白
、
平
和
二
年
二
百
石
、
文
化
近
年
二

百
石
、
七
年
三
百
石
を
加
へ
て
千
抗
十
}
仰
を
交
け
、

人
符
末
仰
に
池
み
、
文
政
二
年
前
川
狩
滋
附
御
近
間

御
用
に
任
じ
、
近
年
致
仕
し
て
料
三
刊
行
を
受
け

た
。
十
年
間
且
抗
日
紛
七
十
を
以
て
現
。

セ
キ
ヤ
ロ
歩

闘
屋
銭
関
底
政
知
判
。
一
加
・
ニ

掛川
λ

は
三
加
に
綴
っ
て
あ
る
が
、
内
容
は
何
れ
も
同

一
で
あ
る
。
元
厳
か
ら
正
徳
に
瓦
る
聞
に
於
け
る
加

到
滞
の
公
務
・民
政
及
び
刑
郁
の
取
扱
例
を
把
縦
し

た
も
の
で
あ
る
。

セ
キ
ヤ
ロ
ヲ
ル
イ
レ
イ

関
屋
銭
類
例

一
加
。

文
化
三
年
辻
彰
信
者
。
闘
展
氏
耳
目
録
と
い
ふ
も
の
二

宵
八
十
八
僚
の
内
、
謝
恩
録
・山回線
抱
・古
例
鋭
利
容

に
見
え
る
係
自
を
除
き
、六
十
俄
僚
を
作
し
た
も
の
。

内
容
は
滞
の
締
役
人
に
必
以
な
る
泊
四
例
を
但
し
た
の

で
あ
る
。

セ
キ
ラ
ン
石
閣

外
石
附
。

セ
キ
リ
ノ

瀬
切
野

ム
セ
キ
ノ

ー
コ
ウ
ガ
イ
セ
キ
ラ

y

四
，晶司，、

削
木
野
。

呑


